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舞鶴、良い。

# ヅルいい舞鶴　 # my ヅルいい
# 赤れんがパーク # 近代化遺産

市公式 Instagramは
こちら

＠ kyoto_poly_college＠ kyoto_poly_college

今月の内容
2 ㌻　新たな風が赤れんがパークに
4 ㌻　舞鶴の近代化
               時代とともに歩んだ遺産



芝生広場

赤れんがパーク
駐車場

赤れんがパーク
駐車場（市役所前）

舞鶴市役所

東体育館

舞鶴港
赤れんが1号棟
赤れんが博物館

赤れんが2号棟
舞鶴市政記念館

赤れんが3号棟
まいづる智恵蔵

赤れんが5号棟
赤れんが

イベントホール

赤れんが4号棟
赤れんが工房

赤れんが
ロード

港めぐり
遊覧船のりば

atick

令和元年度から、赤れんがや海、港、防衛施設が存在するという舞鶴市の特色を最大限に生かすため「赤れ
んが周辺等まちづくり事業」により、赤れんがパーク周辺の整備を進めています。今年度には市役所前駐車場
や遊覧船乗り場周辺のボードウォークが完成し、赤れんがパークを中心に多くの皆さんにお越しいただてい
ます。引き続き、さらに多くの皆さんでにぎわう赤れんがパークを目指します。　　《企画政策課、観光振興課》

　今年9月にオープンしたatickは、アパレル
ショップやカフェ、サウナ、ドッグランなど、複
合商業施設として、市内外から多くの人が来店
しています。施設からの眺めもイチオシです。

　今年8月に完成した市役所前の赤れんがパー
ク駐車場は、イベント時には屋台が並ぶなど広
場としても活躍しています。

　文庫山北側からの眺望は、護衛艦やクレインブ
リッジ、舞鶴湾の景色を楽しめる自慢のスポット。
ただ今、展望テラスと園路を整備中です。

atick

　ボードウォークを歩いたり、遊覧船乗り場
前の休憩施設に座って、景色を楽しめます。

　今年８月にオープンしたクラフトビール醸造所
「京都舞鶴ブルワリー」では、倉庫内で醸造したク
ラフトビールを販売中。その場で味わえるほか、お
土産と一緒に購入することもできます。

　かたふりフードフェスや赤れんがハーフマラ
ソン、YORUれんがなど週末を中心にさまざまな
イベントを開催しています。

遊覧船乗り場周辺

さまざまな
イベント

赤れんがパーク駐車場（市役所前）

新たなスポット整備中

新たな風が  赤れんがパークに

舞鶴のお土産はこちら【赤れんが３・5号棟】

他にも
いろいろ

クラフト
ビール

　イベント広場として利用可能な空間を整備
し、コンサートなどを開催。

赤れんが博物館前広場
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日
本
の
歴
史
が
大
き
く
変
革

し
た
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時

代
に
起
こ
っ
た
文
明
開
化
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
洋
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
技
術
が

取
り
入
れ
ら
れ
、
全
国
各
地
で

産
業
や
交
通
、
土
木
な
ど
が
著

し
く
発
展
し
ま
し
た
。
特
に
産

業
は
機
械
化
が
積
極
的
に
進
め

ら
れ
て
生
産
性
が
大
き
く
飛
躍

し
、
全
国
的
に
地
域
の
経
済
は

大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
機
械
化
と
は
無
縁
の

産
業
し
か
な
か
っ
た
地
域
は
、

文
明
開
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
、

そ
の
一
つ
が
私
た
ち
の
ま
ち
で

し
た
。

そ
の
よ
う
な
舞
鶴
に
大
き
な

転
機
が
訪
れ
た
の
が
、
明
治

34
年
の
海
軍
鎮
守
府
の
開
庁
で

す
。
軍
港
建
設
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
に
関
わ
る
市
街
地
の
整
備

や
鉄
道
の
延
伸
、
水
道
・
電
気

の
普
及
な
ど
、
ま
ち
の
姿
か
ら

日
常
の
営
み
ま
で
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
目
ま
ぐ
る
し
く

変
革
し
て
い
き
ま
し
た
。
舞
鶴

に
遅
れ
て
や
っ
て
来
た
文
明
開

化
は
、
海
軍
鎮
守
府
に
よ
る
近

代
化
に
由
来
す
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
時
期
に
造
ら
れ
た
現
在

の
舞
鶴
の
イ
ン
フ
ラ
の
基
盤
の

多
く
は
近
代
化
遺
産
と
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
今

も
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
続
け

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　《
文
化
振
興
課
》

舞
鶴
の
近
代
化
遺
産

市
内
に
は
埋
も
れ
た
近
代
化

遺
産
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
普

段
見
慣
れ
て
い
る
建
造
物
が
貴

重
な
近
代
化
遺
産
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
人
も
多
く
い
ま
す
。

日
本
海
側
の
国
防
の
拠
点
と

い
わ
れ
る
海
上
自
衛
隊
や
海
上

保
安
庁
、
造
船
や
ガ
ラ
ス
産
業

を
は
じ
め
と
し
た
基
幹
産
業
の

他
、
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校

や
日
星
高
校
、
赤
れ
ん
が
パ
ー

ク
な
ど
、
か
つ
て
軍
用
地
で

あ
っ
た
土
地
や
建
物
は
現
在
で

も
有
効
活
用
さ
れ
、
舞
鶴
の
発

展
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

舞
鶴
市
の
「
赤
れ
ん
が
の
ま

ち
」
は
、
近
代
化
遺
産
を
活
用

し
て
い
る
先
進
都
市
と
し
て
全

国
的
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
、
市
役
所
周
辺
の
旧
海

軍
の
れ
ん
が
倉
庫
の
保
存
・
活

用
に
よ
る
も
の
で
、
市
内
に
は

ど
れ
だ
け
の
近
代
化
遺
産
が
現

存
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
態

は
こ
れ
ま
で
把
握
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

埋
も
れ
た
近
代
化
遺
産

市
で
は
今
年
度
か
ら
、
学
識

経
験
者
や
市
民
の
代
表
で
組
織

し
た
舞
鶴
市
近
代
化
遺
産
保
存

審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
埋
も
れ

た
近
代
化
遺
産
の
保
存
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

計
画
の
策
定
を
進
め
る
中
で
、

審
議
会
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
参
画
で
き
る

近
代
化
遺
産
保
存
セ
ン
タ
ー
の

創
設
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
時
点
で
約
４
６
０

件
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
成
中
で
す
が
、

ま
ち
の
至
る
と
こ
ろ
に
埋
も
れ

た
近
代
化
遺
産
が
あ
り
、
件
数

は
増
え
る
見
込
み
で
す
。

「
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
よ
る
郷
土
愛
の
醸

成
」「
先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た

こ
と
の
大
切
さ
を
、
次
世
代
へ

継
承
す
る
こ
と
」
を
胸
に
刻
み
、

保
存
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
保
存
計
画

﹁
東
郷
源
水
﹂の

　
　
　復
活
に
向
け
て
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舞
鶴
の
近
代
化

　
時
代
と
と
も
に
歩
ん
だ
遺
産
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▶詳しくは、ホーム
ページで確認を。下
コードからア
クセス可。

者
に
修
理
を
依
頼（
有
料
）。

▼
詳
し
く
は
、
経
営
企
画
課

（
☎
66
・
１
０
２
８
）へ
。

　

冬
季
は
電
気
使
用
量
が
多

く
な
る
時
期
で
す
。
エ
ア
コ
ン

の
設
定
温
度
を
20
度
に
す
る
、

複
数
の
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を

控
え
る
な
ど
、健
康
や
事
業
活

動
に
無
理
の
な
い
範
囲
で
省

エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

重
ね
着
や
加
湿
な
ど
に
よ
り

体
感
温
度
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
市
役
所
で
も
さ
ら

な
る
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
《
生
活
環
境
課
》

　

く
み
取
り
作
業
に
時
間
を

か
け
ず
多
く
の
家
庭
の
収
集

が
で
き
る
よ
う
、積
雪
時
に
は

く
み
取
り
口
付
近
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

  　
　

 《
生
活
環
境
課
》

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以

下
に
な
る
と
、水
道
管
が
凍
結

し
、破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
早
め
の
防
寒
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
防
寒
方
法
】❖
水
道
管
の
保

温
…
市
販
の
保
温
材
や
布
切

れ
な
ど
で
管
を
包
み
、ビ
ニ
ー

ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
く
❖
水

道
管
の
水
を
抜
く
…
長
時
間

不
在
の
時
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉
め
、蛇

口
か
ら
水
を
抜
く
❖
少
量
の

水
を
流
す
…
夜
間
に
3
～
4

㍉
ほ
ど
の
太
さ
に
な
る
程
度

の
水
を
流
す

【
凍
結
し
た
ら
】蛇
口
な
ど
凍
っ

た
所
に
布
を
か
ぶ
せ
、ぬ
る
ま

湯
を
か
け
る（
熱
湯
は
破
損
や

ひ
び
割
れ
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
ご
注
意
を
）。

【
破
損
し
て
し
ま
っ
た
ら
】メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓

を
閉
め
、水
を
止
め
て
か
ら
、

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

　

市
で
は
、冬
の
除
雪
作
業
や

凍
結
防
止
剤
の
散
布
な
ど
を

ま
と
め
た
今
年
度
の「
市
道
除

雪
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

安
全
・
円
滑
な
道
路
通
行
の

た
め
、国
・
府
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
日

常
生
活
に
支
障
が
出
な
い
よ

う
速
や
か
に
作
業
を
進
め
る

た
め
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
除
雪
期
間
】来
年
３
月
15
日

㈯
ま
で
。
除
雪
作
業
開
始
は
５

時
か
ら

【
除
雪
基
準
】積
雪
が
お
お
む

ね
10
㌢
に
達
し
た
と
き
。
通

勤
・
通
学
車
両
や
緊
急
車
両

の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
、

国（
国
道
） ・
府（
府
道
）の
作

業
と
連
携
し
て
実
施
。
除
雪
対

象
路
線
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、土
木
課（
☎
66
・

１
０
４
９
、66
・
１
０
５
３
）へ
。

　

12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月

間
。
国
民
健
康
保
険
料
や
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、介
護
保

険
料
、
利
用
者
負
担
額（
保
育

料
）の
滞
納
者
に
文
書
や
電
話

な
ど
で
催
告
を
行
い
ま
す
。
支

払
い
能
力
が
あ
り
な
が
ら
納

付
し
な
い
人
に
は
、給
与
や
預

貯
金
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
厳
正
に
行
い
ま

す
。
や
む
を
得
な
い
事
情
で
納

付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を
。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・

1
0
0
7
）へ
。

　

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い

る
事
業
者
は
、令
和
７
年
1
月

1
日
現
在
の
状
況
を
１
月
31

日
㈮
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
で
き
る
だ
け
１
月
10
日

㈮
ま
で
の
申
告
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
償
却
資
産
と
は
】法
人
や
個

人
で
工
場
・
商
店
な
ど
を
営

ん
で
い
る
人
が
所
有
す
る
、そ

の
事
業
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な

ど【
問
い
合
わ
せ
・
申
告
先
】京

都
地
方
税
機
構
業
務
課（
☎
０

７
５
・
４
１
４
・
４
５
０
３
）へ
。

　
　
　
　
　

 　

   　
《
税
務
課
》

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】来
年
１
月
20
日
㈪
～

28
日
㈫

【
場
所
】市
役
所

【
募
集
職
種
】❖
事
務
職
員
❖
保

育
士
❖
相
談
員
❖
宿
日
直
員

❖
作
業
員
❖
技
術
員
な
ど

【
任
用
期
間
】令
和
７
年
４
月

１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日

（
勤
務
成
績
に
よ
り
再
度
任
用

も
あ
り
）

【
受
験
資
格
】各
募
集
職
種
の

受
験
資
格（
試
験
案
内
に
記
載
）

に
該
当
す
る
人

【
申
し
込
み
方
法
】申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、12
月
２

日
㈪
～
27
日
㈮（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）17
時
15
分
ま
で
に
、

人
事
課
へ
。
詳
し
く
は
試
験
案

内（
市
役
所
総
合
案
内
、
人
事

課
、西
支
所
、加
佐
分
室
で
配

布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
確
認
を
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
人
事
課（
☎
66

・
1
0
6
6
）へ
。

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
。
募
集
案
内
は
12
月
10
日

㈫
～
20
日
㈮
に
住
宅
課
、西
支

所
、中
総
合
会
館
で
配
布
。
入

居
は
来
年
４
月
上
旬
を
予
定
。

【
対
象
】❖
三
宅
団
地
❖
市
場

団
地
❖
森
日
の
出
団
地
❖
福

来
団
地
❖
倉
谷
団
地

【
申
し
込
み
資
格
】次
の
全
て
に

該
当
す
る
人
❖
市
基
準
の
住

宅
困
窮
要
件
を
満
た
す
❖
市

基
準
以
下
の
収
入
❖
本
人
を

含
め
２
人
以
上
の
親
族（
婚
姻

と
同
様
の
関
係
の
あ
る
人
を

含
む
）が
同
時
に
入
居
で
き
る

（
一
部
は
、単
身
入
居
可
）❖
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い

【
申
し
込
み
方
法
】12
月
10
日

～
20
日
12
時
に
必
要
書
類
を

同
課
へ
持
参
。

▼
詳
し
く
は
、住
宅
課（
☎
66
・

１
０
５
０
）へ
。

　

本
人
通
知
制
度
と
は
、戸
籍

謄
本
や
住
民
税
の
写
し
な
ど

を
代
理
人
や
第
三
者
な
ど
に

交
付
し
た
場
合
に
、交
付
し
た

事
実
を
本
人
に
通
知
す
る
も

の
で
す
。
委
任
状
の
偽
造
な
ど

に
よ
る
不
正
取
得
の
抑
制
や

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
】市
内
に
住
民
票
か
戸

籍
が
あ
る（
あ
っ
た
）人

【
申
し
込
み
方
法
】本
人
確
認

書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
）を
持
参
し
市
民
課
か
西

支
所
、
加
佐
分
室
、
各
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
。

【
そ
の
他
】代
理
申
請
に
は
委

任
状
が
必
要
。
郵
送
で
の
登
録

も
可

▼
詳
し
く
は
、市
民
課（
☎
66
・

1
0
0
２
）へ
。

暮
ら
し
の
情
報

市の人口と世帯数 人口  75,198 人（+115 人）　世帯  33,958 世帯（+167 世帯）
男  37,741 人（+137 人）　女  37,457 人（‐22 人）※令和 6 年 11 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

滞
納
整
理
強
化
月
間

12
月
２
日
㈪
か
ら
、早
急
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発

行
が
必
要
な
人
を
対
象
に
、申

請
か
ら
原
則
１
週
間
以
内
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
発

行
し
ま
す
。

【
対
象
】新
生
児
や
紛
失
な
ど

に
よ
る
再
発
行
な
ど

　

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
。
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、市
民
課（
☎
62
・

１
８
９
７
）へ
。

「
30
・
10
運
動
」は
、宴
会
時

の「
乾
杯
後
の
30
分
」
と「
終

了
前
の
10
分
」は
、自
席
で
料

理
を
楽
し
む
時
間
に
し
よ
う

と
い
う
運
動
で
す
。
お
い
し
い

料
理
を
食
べ
切
っ
て
、食
品
ロ

ス
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

　
　
　

  　

 《
生
活
環
境
課
》

本
人
通
知
制
度
へ
の
登
録
を

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の

申
告
は
京
都
地
方
税
機
構
へ

会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

特
急
発
行
を
開
始

水
道
管
の
冬
支
度

早
め
の
防
寒
対
策
を

大
おおじょ う や

庄屋上野家にイタリアン
ダイニング「C

カ ー サ

ASA」オープン

冬
の
省
エ
ネ
に
ご
協
力
を

市議会12月定例会
（予定）

市議会12月定例会の日程は右表のとおり。
▶詳しくは、議会事務局（☎66・1060）へ。

※日程は変更になることがあります

日時 内容 場所
12月  9日㈪10時から 本会議（一般質問）

 市議会議場10日㈫10時から 本会議（一般質問）
11日㈬10時から 本会議（一般質問、議案質疑）
13日㈮   9時から 福祉健康

予算決算分科会・委員会
 議員協議会室

13日㈮13時30分から 市民文教
16日㈪   9時から 産業建設
16日㈪13時30分から 総務消防
19日㈭   9時から 予算決算委員会
25日㈬10時から 本会議（委員長報告、討論、採決）  市議会議場

　11 月 16 日、大庄屋上野家に、地域の食材を
活用したイタリアンダイニングカフェ＆直売所

「CASA」がオープン。国の登録有形文化財であり、
趣のある古民家で地元食材をふんだんに使用した
料理が提供されます。

【営業時間】9 時～18 時 （火・水曜日定休）
【問い合わせ先】CASA（☎ 080・9172・7245）

く
み
取
り
口
付
近
の
除
雪

に
ご
協
力
を

安
全
な
通
行
へ
除
雪
に
全
力

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

宴
会
の
合
言
葉
は「 

　
・
　
」

30
10

さ
ん
ま
る 

い
ち
ま
る
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見
の
趣
旨
が
既
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
も
の
が
２
件
、意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
説

明
し
、ご
理
解
い
た
だ
く
も
の

が
23
件
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》計
画
の
内

容
や
意
見
募
集
の
結
果
は
、都

市
計
画
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、

ま
な
び
あ
む
、各
公
民
館
、東
・

西
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課

（
☎
66 

・
１
０
４
８
）へ
。

「
舞
鶴
の
さ
か
な
」を
使
っ
た

料
理
や
産
品
を
積
極
的
に
提
供

す
る
店
舗
と
し
て
登
録
す
る
制

度
。
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供
店
登

録
認
定
委
員
会（
事
務
局
：
市

水
産
協
会
）に
よ
り
選
考
。

【
募
集
期
間
】来
年
１
月
６
日

㈪
～
17
日
㈮

【
登
録
料
】３
，０
０
０
円

【
申
し
込
み
方
法
】申
請
書（
同

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）

今年度は、赤れんがパークで開催します。
【日時】来年1月12日㈰14時～16時
【場所】赤れんがパーク
【対象】平成16年４月２日～17年４月１日生まれの人
【申し込み方法】12月20日㈮までに申し込みフォー

ム（右コードからアクセス可）か電話で生涯
学習推進課（☎68・9223）へ。
《二十歳になる人への祝福メッセージや二十歳にな
る人からの動画を募集》
�二十歳になる人への祝福メッセージ
　当日会場に掲示する祝福メッセージを募集。12
月20日までに原稿（様式は自由でA４用紙１枚程度）
を郵送か持参、ファクス、電子メールで同課（ＦＡＸ62・
9891）へ。
�二十歳になる人からの動画
　今までの感謝の気持ちやこれからの意気込みを
収めた動画を募集。動画は当日会場で放映予定。12
月20日までにデータを持参か電子メールで同課へ。

《共通》詳細は、市ホームページで。右コード
からアクセス可。

令和７年舞鶴市二十歳のつどい

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送

か
窓
口
で
水
産
課（
☎
66
・
１

０
２
０
）へ
。

７
月
～
９
月
に
募
集
し
た
人

権
標
語
に
２
，７
５
３
点
の
応

募
が
あ
り
、
特
選（
４
作
品
）、

入
選（
10
作
品
）、
佳
作（
10
作

品
）が
決
ま
り
ま
し
た
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
特
選
】

❖
つ
な
げ
よ
う　

や
さ
し
い
こ

　

と
ば
の　

き
ゃ
っ
ち
ぼ
う
る

　
黒
木
友
晴（
倉
梯
第
二
小
１
年
）

❖
い
じ
め
だ
め　

み
て
み
ぬ
ふ

　

り
も　

お
な
じ
だ
よ

　
小
中
一
平（
倉
梯
第
二
小
１
年
）

❖
人
と
自
分　

比
べ
な
く
て
も

　

い
い
ん
だ
よ

　
宮
本
智
紗（
倉
梯
第
二
小
４
年
）

❖
優
し
さ
は　

巡
り
巡
っ
て　

　

舞
い
戻
る

　

片
倉
小
菜
美（
城
北
中
３
年
）

【
入
選
】

❖
い
や
な
こ
と　

や
め
て
と
つ

　

た
え
て　

な
か
な
お
り

　
恵
木
惇
翔（
倉
梯
第
二
小
１
年
）

人
権
標
語
入
賞
作
品
が
決
定

❖
思
い
や
り
の
実　

大
切
に
そ

　

だ
て
よ
う　

根
っ
こ
か
ら

　
多
田
優
斗（
倉
梯
第
二
小
３
年
）

❖
い
じ
め
と
は
？　

命
の
き
け

　

ん　

気
づ
い
て
よ

　

濵
田
糸
杜（
新
舞
鶴
小
４
年
）

❖
そ
の
言
葉　

伝
え
る
前
に　

　

考
え
よ
う

　

飯
田
茜
澄（
吉
原
小
５
年
）

❖
大
丈
夫
？　

そ
の
気
づ
か
い

　

が　

思
い
や
り

　

中
西
美
春（
青
葉
中
１
年
）

❖
笑
顔
は
ね　

心
の
と
び
ら　

　

あ
け
る
カ
ギ

　

守
屋
颯
人（
青
葉
中
１
年
）

❖
君
の
声　

だ
れ
か
を
助
け
る

　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

清
原
向
日
葵（
青
葉
中
２
年
）

❖
そ
れ
良
い
ね　

ま
ず
は
認
め

　

て　

支
え
合
う

　

帆
﨑
慶
輝（
青
葉
中
３
年
）

❖
ち
ょ
っ
と
待
て
！　
広
げ
ち
ゃ

　

い
か
ん　

そ
の
う
わ
さ

　

飯
谷
幸
枝（
倉
梯
中
町
）

❖
思
い
や
り　

人
と
人
と
の　

　

架
け
橋
に

　

河
北
格（
余
内
小
教
員
）

【
佳
作
】

❖
ひ
ろ
げ
よ
う　

ピ
カ
ピ
カ
え

　

が
お
と　

ハ
ー
ト
の
わ

　

上
田
愛
結（
志
楽
小
２
年
）

　

物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
で
経

済
的
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
に
、

食
料
品
を
無
料
提
供
し
ま
す
。

【
提
供
日
時
・
場
所
】❖
12
月
19

日
㈭
10
時
～
16
時
…
中
総
合
会

館
❖
12
月
20
日
㈮
10
時
～
16
時

…
西
総
合
会
館

【
数
量
】先
着
８
０
０
セ
ッ
ト（
１

世
帯
１
セ
ッ
ト
）

【
申
し
込
み
方
法
】12
月
２
日
㈪

～
17
日
㈫
に
電
話
か
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
で
共
同
募
金
委
員
会

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
、☎
62
・

７
０
４
４
）へ
。
下
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

可
。　
　
　
　

 《
福
祉
企
画
課
》

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や

物
品
購
入
な
ど
の
入
札
、見
積

も
り
合
わ
せ
に
参
加
を
希
望
す

る
事
業
者
は
参
加
資
格
の
申
請

が
必
要
で
す
。
対
象
な
ど
は
左

表
の
と
お
り
。

【
受
付
期
間
】❖
窓
口
…
平
日
８

時
30
分
～
17
時
❖
郵
送
…
締
め

切
り
日
の
消
印
有
効

【
申
し
込
み
方
法
】所
定
の
用
紙

（
契
約
課
に
備
え
付
け
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
左
下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
必
要
書
類
を

添
え
て
同
課
へ
郵
送

か
持
参
で
。

▼
詳
し
く
は
、契
約
課（
☎
66
・

1
0
6
5
）へ
。

「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供
店
」令
和

７
年
度
新
規
登
録
店
を
募
集

一
般
競
争（
指
名
競
争
）入
札
の

参
加
資
格
申
請
を
受
け
付
け

食
料
品
無
料
配
布

舞
鶴
市
で
は「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
具
体
的
な
計
画
で

あ
る「
舞
鶴
市
立
地
適
正
化
計

画
」を
改
定
し
、そ
の
内
容
を

舞
鶴
市
都
市
計
画
審
議
会
で

報
告
し
ま
し
た
。

【
改
定
理
由
】❖
計
画
策
定
か

ら
５
年
が
経
過
❖
都
市
再
生

特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
、立

地
適
正
化
計
画
に「
防
災
指

針
」の
記
載
が
必
要

【
改
定
点
】❖
最
新
デ
ー
タ
を
反

映
❖
誘
導
施
設
の
充
実
❖
目

標
値
の
再
設
定
❖
防
災
指
針

の
追
加　

な
ど

�
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手

続
制
度
の
結
果

計
画
案
に
対
し
、市
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度
に

基
づ
き
意
見
を
募
集
し
た
結

果
、９
人
か
ら
27
件
の
意
見
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た（
募
集
期

間
：
７
月
５
日
～
８
月
５
日
）。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、

修
正
を
行
う
も
の
が
２
件
、意

事業者区分 受付
区分

受付期間と参加
資格の有効期間

物品・役務
追加
受付

来年1月16日㈭～
2月15日㈯
※有効期間は令和
　7年度

測量・建設コン
サルタントなど
市外建設工事

市内建設工事 定期
受付

来年2月1日㈯～
28日㈮
※有効期間は令和
　7・8年度

舞
鶴
市
立
地
適
正
化
計
画
を

改
定

❖
き
つ
き
つ
こ
と
ば　

さ
よ
う

　

な
ら　

あ
っ
た
か
こ
と
ば　

　

広
げ
よ
う

　

桑
原
環（
倉
梯
第
二
小
２
年
）

❖
や
さ
し
さ
が　

み
ん
な
の
心

　

つ
か
み
と
る

　

櫻
井
海
晴（
新
舞
鶴
小
６
年
）

❖
考
え
よ
う　

言
葉
一
つ
の　

　

責
任
を

　

平
田
琉
月（
城
北
中
１
年
）

❖
S
N
S　

文
字
は
消
せ
て
も

　

傷
残
る

　

平
田
琉
月（
城
北
中
１
年
）

❖
そ
れ
ぞ
れ
が　

ナ
ン
バ
ー
ワ

　

ン
で　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

　

宮
本
俊
介（
城
北
中
２
年
）

❖
広
げ
よ
う　

相
手
を
思
う　

　

気
持
ち
の
輪

　

三
好
開
斗（
青
葉
中
２
年
）

❖
だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

人
と
違
っ

　

て　

い
い
ん
だ
よ

　

中
本
陽
菜（
青
葉
中
３
年
）

❖
多
様
性　

大
事
に
し
た
い　

　

可
能
性

　

坂
上
智
子（
七
日
市
）

❖
そ
の
言
葉　

自
分
に
向
け
て

　

い
え
ま
す
か

　

竹
内
麻
美（
倉
梯
小
児
童
保

　

護
者
）

　
　

  　
　
　
（
以
上
、敬
称
略
）

　
　
　
　

 《
人
権
啓
発
推
進
課
》

中学校部活動の地域移行に
向けた保護者説明会
　部活動の地域移行の取り組みに対
する市の考え方や具体的な移行スケ
ジュールなどを説明します。

【日時】12月13日㈮19時～20時
【場所】総合文化会館
【問い合わせ先】学校教育課（☎66・

1072）
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こ
の
意
見
交
換
会
で
は
、6
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
舞
鶴
市
医
療
機
能
最
適
化

検
討
会
議
の
経
過
を
説
明
し
、地
域
医
療

を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題
も
共
有
す
る

中
で
、こ
れ
か
ら
の
舞
鶴
市
の
医
療
提
供

体
制
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、皆
さ
ん

の
意
見
や
思
い
を
お
聞
き
し
、話
し
合
え

た
ら
と
思
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】❖
12
月
18
日
㈬
19
時
～

20
時
30
分
…
赤
れ
ん
が
２
号
棟
❖
12
月

23
日
㈪
19
時
～
20
時
30
分
…
西
駅
交
流

セ
ン
タ
ー

【
定
員
】先
着
各
50
人

【
申
し
込
み
方
法
】12
月
16
日
㈪
ま
で
に

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
地
域
医
療
課（
☎

66
・
１
０
５
１
）へ
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

舞
鶴
市
医
療
機
能
最
適
化
検
討
会
議
を

実
施（
第
３
回
）

10
月
１
日
、将
来
の
舞
鶴
市
に
求
め
ら

れ
る
医
療
機
能
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
の
か
を
検
討
す
る「
舞
鶴
市
医
療

機
能
最
適
化
検
討
会
議
」を
開
催
。

今
回
は
、こ
れ
ま
で
に
扱
っ
た
診
療
情

報
や
公
的
４
病
院
の
医
師
と
看
護
師
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、今
あ
る
医
療
機
能
の
維
持
や
、

よ
り
質
の
高
い
医
療
の
実
現
と
医
師
看

護
師
な
ど
の
人
材
確
保
に
は
、現
在
分
散

し
て
い
る
急
性
期
機
能
は
ま
と
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、さ
ら
に
病
院
の
経
営
効

率
を
高
め
ら
れ
る
体
制
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
、目
指
す
べ
き
医
療
提
供
体
制

と
し
て
、公
的
病
院
の
再
編
・
統
合
を
見

据
え
た
5
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
絞
り
、市
民

の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、パ
タ
ー
ン
ご
と
に
詳
し
く
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
医
療
提
供
体
制
に
関
す
る

意
見
交
換
会

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
提
供
体
制
に
関
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
す
。

将
来
の
地
域
医
療
の
確
保
に
向
け
て　

思
い
描
く
図
書
館
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
５
回
）

関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
、解
決
に
向
け

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
図
書
館
課
》

司
書
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　

中
央
図
書
館
の
開
館
に
向
け
て
、司
書

が
利
用
者
に
対
し
、適
切
な
資
料
や
情
報

を
提
供
し
た
り
、図
書
館
に
あ
る
本
や
資

料
の
活
用
方
法
を
案
内
し
た
り
、関
心
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
本
の
紹
介
を
す
る「
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」の
充
実
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、司
書
に
は
、よ
り
高
度
な

知
識
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、外

部
講
師
や
日
本
図
書
館
協
会
な
ど
の
研
修
、

先
進
図
書
館
へ
の
視
察
や
実
地
研
修
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
し
、専
門
的
な
支
援
が

で
き
る
よ
う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
を

　
「
京
都
市
内
と
舞
鶴
の
気
温
を
比
較
し

た
い
」と
い
っ
た
小
学
生
か
ら
の
質
問
や

「
舞
鶴
に
あ
る
山や

ま
じ
ろ城
を
知
り
た
い
」な
ど
の

郷
土
に
関
係
す
る
こ
と
、仕
事
や
子
育
て
・

暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
質
問
が
昨
年
度
は
約
4
，0
0
0
件
寄

せ
ら
れ
、司
書
が
そ
の
問
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
資
料
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

困
っ
た
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
な
ど
が

あ
れ
ば
、ぜ
ひ
、図
書
館
で
司
書
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
参
考
に
な
る
本
の
紹
介
や

研修を受講する司書 司書が要望に応じた資料を紹介

地域医療に関する意見を
募集中

これまでの舞鶴市医療機
能最適化検討会議の概要は
市ホームページに掲載し、
舞鶴市の地域医療に求める
意見なども募集しています。
右コードからアク
セス可。
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進む！まいづる！
市政の話題などを紹介

【市長から】
　舞鶴市は豊富な農水産物や赤れんが建造物をはじめ

とする文化財、さらには引き揚げの歴史など、唯一無

二の多彩な魅力を持っています。これからも舞鶴市の

誇りある魅力を磨き、積極的に発信していきます。

　舞鶴の歴史や文化・食・観光
の魅力を広く発信するため東京
都で「グランドハイアット東京
舞鶴フェア」「引揚・世界記憶遺
産＋日本遺産巡回展 in 丸の内」
の実施に先駆け、首都圏のメデ
ィアに対して記者説明会を開
催。特に、引揚記念館の「次世
代による継承」の活動や舞鶴の
特産物である食に関心が寄せら
れました。

　海外引き揚げ開始 80 年と世
界記憶遺産登録 10 周年を迎え
る令和 7 年に向け、さらなる取
り組みを進めていきます。

TTO

POPIICS 02CS 02

近畿府県合同防災訓練

TTO

POPIICS 04CS 04

11 月 4 日　こども・子育てについて考える

市民と市長との対話集会

東京で首都圏プロモーションの記者説明会

TTO

POPIICS 01CS 01

10 月 30 日　舞鶴の魅力のさらなる発信			 

TTO

POPIICS 03CS 03

11 月 5 日　24 年ぶりに舞鶴へ

フランス海軍「プレリアル」
寄港
　フランス海軍艦艇「プレリアル」
が舞鶴港へ寄港しました。フランス
海軍の寄港は、平成12年以来、24
年ぶり。艦上での親善イベントに市
長が招待を受けたほか、艦長と国防
武官が市長を表敬訪問し、親善を深
めました。

　大規模災害時の広域
的な応援・受援体制を
強化するため、毎年、
近畿府県合同防災訓練
が実施されており、今
年は福知山市をメイン
会 場 に 開 催 さ れ ま し
た。約2,200人が参加
し、舞鶴市でも京都舞
鶴港第３ふ頭で、海上自衛隊による救援物資の輸送訓練
などを行いました。

10 月 27 日　大規模災害に備える

　子育てで楽しさや充実
感を感じる瞬間、楽しい
時間を過ごすための工夫
を９人の参加者と意見交
換しました。
　舞鶴市はあそびあむや
子育てひろば、病児保育
などの子育て環境が充実
しているほか、近所の人

たちに支えてもらってい
るという意見がありまし
た。一方では、子育て支
援サービスの対象者や期
間を拡大してほしいとい
う意見、男性の育休取得
をはじめとする職場環境
づくりを求める声もあり
ました。



公共施設
予約システムが
リニューアル！

キャッシュレス決済
ウェブサイト上でクレジットカードや

ペ イ ペ イ

PayPay
でキャッシュレス決済などできるようになり
ます。

オンライン
利用者登録・変更
パソコンやスマホを使って、ウェブサイト上
で手続きができるようになります。

予約・支払いが
とっても便利に！

パソコンやスマホから、公民館やコミュニ
ティー施設、スポーツ施設などの利用予約が
できる公共施設予約システム。

これまで窓口でしかできなかった手続きが
オンラインでできる便利な新機能を追加し、
来年２月１日㈯にリニューアルする予定です。 
　　　　　　　　　   　     《デジタル推進課》

パソコン
　　から

スマホから

新機能
2

新機能
1

利用者

これまで利用者登録していた人はどうなるの？
既に利用者登録がある人は移行手続きが必要です。
詳細を市ホームページで掲載しています。右コードからアクセス可。

移行手続き

予約の承認
施設側が承認、使用料の金額を電子メール
でお知らせ

施設の予約申し込み

使用料の支払い （キャッシュレス決済も可）

施設の利用

施設予約から利用までの流れ

施設

利用者

利用者

利用日まで施設へ
行かなくても手続きが

できるように！
※施設予約には事前の
利用者登録が必要です

市職員の給与や定員、勤務状況などをお知らせします。詳細は、
市役所本館１階の市政情報コーナーで閲覧できるほか、市ホーム
ページにも掲載しています（右下コードからアクセス可）。ここで
お知らせする給与は、税金や各種保険料などを差し引く前の額で

「手取り額」ではありません。
▶詳しくは、人事課（☎66・1066）へ。

人事行政の
運営状況のお知らせ

職員の給与や勤務条件など

部門
職員数 ※ 3 対前年

増減数令和 5 年 令和 6 年
一般行政 445人 444人 -1人 
特別行政 167人 170人 3人 

公営企業等 139人 137人 -2人 
合計 751人 751人 0人

部門別職員数の状況（各年４月１日現在） 

※3　職員数は、特別職や再任用短時間勤務職員、会計年度　   
任用職員を含まない

任免の状況
採用（令和 5 年4月2日
～令和 6 年 4 月 1 日）

退職（令和 5 年4月1 日
～令和 6 年 3 月 31 日）

41 人 40 人

人件費の状況（令和 5 年度  普通会計決算）
住民基本台帳人口

（令和 6 年 1 月 1 日現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）  ※ 1 人件費率（Ｂ／Ａ） 前年度の人件費率
76,732 人 385 億 7,973 万円 6 億 5,274 万円 66 億 3,962 万円 17.2 ㌫ 18.3 ㌫

職員給与費の状況（令和 5 年度  普通会計決算） ※ 2　職員手当には退職手当を含まない
職員数（Ａ） 

（令和 6 年 4 月 1 日現在） 
給与費 １人当たり

給与費（Ｂ／ A）給料 職員手当  ※2 期末・勤勉手当 計（Ｂ）
614 人 24 億 7,757 万円 4 億 7,433 万円 10 億 2,444 万円 39 億 7,634 万円 648 万円

ラスパイレス指数の状況
（各年 4 月 1 日現在）
（国家公務員の給与を 100 とした場合   

　の舞鶴市の給与水準）
令和 4 年 令和 5 年

100.8 100.6
職員の平均年齢、平均給料月額と平均給与月額の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）

※4　国家公務員給与等実態調査における行政職俸給表適用職員の数値
※5　給料月額と諸手当（国家公務員と同ベース）の額を合計したもの

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 ※5
行政職 42.0 歳  329,900 円 360,876 円
国 ※4 42.1 歳 323,823 円 405,378 円

初任給の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
区分 舞鶴市 国

行
政
職

大学卒 196,200 円 196,200 円

高校卒 166,600 円 166,600 円

経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般
行政職

大学卒 276,722 円 334,250 円 368,229 円
高校卒 232,600 円 276,650 円 321,543 円

期末・勤勉手当と退職手当の状況（令和 5 年度  普通会計決算）
区分 舞鶴市 国

令和 5 年度
支給割合

 期末 勤勉 令和 5 年度
支給割合

 期末 勤勉
2.45 月分 2.05 月分 2.45 月分 2.05 月分

 職制上の段階、職務の
 級等による加算措置 有  職制上の段階、職務の

 級等による加算措置 有

区分 舞鶴市 国

退
職
手
当

 （支給率） 
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度

（自己都合）
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
  47.709 月分

（勧奨・定年）
  24.586875 月分
    33.27075 月分
        47.709 月分
        47.709 月分

 （支給率） 
勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度

（自己都合）
19.6695 月分
28.0395 月分
39.7575 月分
  47.709 月分

（勧奨・定年）
  24.586875 月分
    33.27075 月分
        47.709 月分
        47.709 月分

加算措置 定年前早期退職特別措置
（２～ 20 ㌫加算） 加算措置 定年前早期退職特別措置

（3 ～ 45 ㌫加算）
調整額  在職期間中の職務の級に応じ加算 調整額  在職期間中の職務の級に応じ加算

特殊勤務手当の状況（令和 5 年度  普通会計決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合 31.7 ㌫
支給職員１人当たり平均支給年額 99,005 円
手当の種類 11 種類

代表的な手当：清掃事務所・浄化センターの職員、交代制勤務の消防職員に支払う手当

時間外勤務手当の状況（令和 5 年度  普通会計決算） 

※　他の手当として、扶養手当、住居手当、通勤手当、管理職手当を支給

令和 5 年度 支給総額 2 億 1,535 万円
職員 1 人当たり支給年額 40 万円

令和 4 年度 支給総額 1 億 8,710 万円
職員 1 人当たり支給年額 33 万円

特別職の報酬等の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
区分 給与月額等

給
料

市長
副市長
教育長

　　　　   949,000 円 ※ 6
　　　　   781,000 円　　
 　　　　  688,000 円

報
酬

議長
副議長
議員

570,000 円
480,000 円
440,000 円

期
末
手
当

市長
副市長
教育長

（令和 5 年度支給割合）
3.30 月分

議長
副議長
議員

（令和 5 年度支給割合）
3.40 月分

退
職
手
当

市長
副市長
教育長

算定方式 支給
時期

給料月額×勤続年数× 100 分の 550 ※ 7
給料月額×勤続年数× 100 分の 367
給料月額×勤続年数× 100 分の 303

任期
ごと

※1　人件費には、一般職に支給される給与のほか、特別職や会計年度任用職員に支給される報酬などを含む

※6　市長の給料は、表記の金額から3割減額
※7　市長の退職手当は、今期分は支給しない

期末・
勤勉
手当
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今
の
仕
事
は
幼
少
期
か
ら
の

趣
味
の
延
長

　

滋
賀
県
守
山
市
で
生
ま
れ
育

ち
、小
さ
い
頃
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト

や
電
気
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
中
学
校

で
は
科
学
部
に
入
部
し
、自
分

で
自
由
自
在
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
操

作
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ッ
カ
ー
に

熱
中
し
て
い
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ

ト
の
設
計
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
す
る
の
が
楽
し
く
て
、年
1

回
は
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
し

た
。

舞
鶴
高
専
で
の
学
び

　

中
学
校
卒
業
後
の
進
路
は
、

好
き
な
電
気
や
情
報
の
分
野
を

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
高
等
専
門

学
校（
以
下
、高
専
）を
視
野
に

入
れ
て
い
ま
し
た
。
高
専
で
は
、

卒
業
後
も
、専
攻
科
へ
の
進
学

や
大
学
へ
の
編
入
、就
職
な
ど

選
択
の
幅
が
広
が
る
こ
と
も
魅

力
の
一
つ
で
す
。
舞
鶴
高
専
は
、

地
元
・
守
山
市
に
近
く
、自
分

の
興
味
が
あ
る
電
気
の
分
野
を

学
べ
る
と
い
う
こ
と
で
、入
学

を
決
意
し
ま
し
た
。
電
気
情
報

目標達成に向けて、
知識を蓄積する

舞
鶴
で
働
こ
う
！
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市
内
に
は
製
造
、建
設
、運
送
、

医
療
、
福
祉
、
情
報
通
信
、
港
湾

な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
が
あ
り
、独
自
の
特
色
を
持
っ

た
魅
力
的
な
事
業
所
が
約
３
，

３
０
０
も
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、K
D

D
I
ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
セ
ン
タ

ー
株
式
会
社（
以
下
、K
A
G
）

舞
鶴
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

紹
介
。
舞
鶴
で
専
門
的
な
技
術

を
学
び
、
そ
の
技
術
を
生
か
し

活
躍
す
る
入
社
１
年
目
の
小
崎

創
生
さ
ん
に
仕
事
の
や
り
が
い

や
働
き
方
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
し
た
。

来春入社！　長期インターンでスマート漁業に携わる

イ
ベ
ン
ト
）を
開
催
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、こ
ん
な
面
白
い
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
企
業
で
な

ら
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
技
術
が
生
か
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、入
社
を
決

意
し
ま
し
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ

舞
鶴
で
働
け
る
の
も
大
き
な
魅

力
の
一
つ
で
し
た
。

丹
後
と
り
貝
の
調
査

　

K
D
D
I
と
K
A
G
が
丹

後
と
り
貝
の
養
殖
に
最
適
な
環

境
を
把
握
す
る
た
め
に
、舞
鶴

市
や
舞
鶴
と
り
貝
組
合
と
と
も

に
取
り
組
ん
で
い
る
実
証
調
査

で
は
、養
殖
筏い

か
だ

で
の
現
地
調
査

を
行
っ
た
り
、漁
業
関
係
者
た

ち
と
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

私
が
入
社
す
る
１
年
前
か
ら
、

実
証
実
験
を
行
い
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、安

定
的
な
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
集
め
た
デ
ー
タ
を
分

析
し
、
使
い
道
を
考
え
て
、
具

体
的
な
仮
説
を
立
て
、実
際
に

漁
師
さ
ん
た
ち
が
使
い
や
す
い

ア
プ
リ
に
改
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　KDDI 株式会社は、平成30
年に舞鶴市、舞鶴高専と３者で地域活性化を目的とし
た連携に関する協定書を締結し、防災モニタリングや
スマート農業、スマート漁業に取り組んでいる。
　KDDIの子会社であるKDDIアジャイル開発センター
株式会社は、就労場所を求めて大都市に移住してしま
う傾向にある社会人や学生が地方で働くことができ
る拠点を作ることで、地域振興の観点に立った雇用創
出に取り組んでいる。昨年１月にKAGの地方拠点第１
号として、赤れんが３号棟に舞鶴サテライトオフィス
を開設。３年間で10人の地元雇用を目指すとともに、
KAG 社員が地元に貢献できる業務に従事することを
推進している。

事業所データ

幅
広
い
仕
事
の
分
野

　

丹
後
と
り
貝
の
ア
プ

リ
以
外
に
も
、さ
ま
ざ
ま

な
ア
プ
リ
の
開
発
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
基

本
的
に
在
宅
勤
務
な
の

で
、受
注
者
と
は
毎
週
オ

ン
ラ
イ
ン
で
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、オ
ー
ダ
ー
に

合
わ
せ
て
今
あ
る
サ
ー

ビ
ス
を
も
っ
と
便
利
に

す
る
た
め
の
機
能
改
修

や
新
機
能
の
開
発
も

行
っ
て
い
ま
す
。

自
身
の
成
長
、仕
事
へ
の
貢
献

　
ま
だ
、入
社
し
て
１
年
も
た
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
在
学
中
に
、

プ
ロ
コ
ン
部
で
培
っ
た
開
発
経

験
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
仕
事

で
使
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
も
プ
ロ

コ
ン
部
で
使
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

操
作
に
苦
労
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
は
、自
分
一
人
で
も
ス
ム

ー
ズ
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、さ
ら
に
勉
強

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

▲現地調査で育成中の丹後とり貝をチェック ▲今回インタビューをした小崎さん

▲教えてもらいながらプログラミングを行う

工
学
科
で
は
、
電
気
・
電
子
・

情
報
・
通
信
を
中
心
に
学
ぶ
中

で
、
知
識
や
発
想
力
、
モ
ノ
を

作
っ
て
い
く
力
を
身
に
付
け
た

ほ
か
、一
つ
一
つ
勉
強
す
る
力

や
研
究
し
て
結
果
を
導
き
出
す

力
を
培
い
ま
し
た
。
４
年
生
の

時
に
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
ズ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ（
以
下
、プ
ロ
コ
ン
部
）

で
高
専
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
経
験
が
今
の
仕
事
に
も
生
き

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
が
入
社
の
き
っ
か
け

　

在
学
中
に「
早
く
働
い
て
親

の
負
担
を
減
ら
し
た
い
」「
独
り

立
ち
し
た
い
」と
い
う
思
い
が

強
く
な
り
、就
職
す
る
な
ら
学

ん
だ
知
識
や
経
験
が
生
か
せ
る

仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
時
に
、K
D
D
I

株
式
会
社
が
学
生
向
け
ハ
ッ
カ

ソ
ン（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の

　

そ
し
て
、丹
後
と
り
貝
の
ス

マ
ー
ト
漁
業
で
も
、漁
師
の
皆

さ
ん
か
ら
の
要
望
を
聞
き
、そ

れ
を
実
際
に
実
現
す
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、そ
し

て
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は

何
を
す
れ
ば
良
い
か
を
考
え
た

い
で
す
。
今
携
わ
っ
て
い
る
仕

事
を
通
し
て
、自
身
も
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
知
識
を
蓄
積
し
、

課
題
解
決
能
力
を
高
め
つ
つ
、

仕
事
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

　KDDI アジャイル開発センター株
式会社からの声かけをきっかけに、
自己研

け ん さ ん

鑽の場にもつながると考え、
昨年５月から先月まで、アプリの開
発や再構築に携わってきました。も
ともと、最先端のプログラミング技
術を扱っている企業への就職を目指

舞鶴工業高等専門学校
電気情報工学科 5年
東口 富洋 さん

していたところ、この長期インター
ンをきっかけに最新技術を持つ同社
への入社を希望し、内定をいただき
ました。１年間のインターン経験が
あるので、その経験を生かし、入社
後、数年でスクラムマスター（開発
の責任者）になりたいです。
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催
し

赤
れ
ん
が
博
物
館
・
引
揚
記
念
館
合
同
展

「
北
緯
五
〇
度
で
レ
ン
ガ
を
作
っ
た
男
た
ち
」

時
来
年
２
月
２
日
㈰
ま
で
、9
時
～
17
時

場
赤
れ
ん
が
博
物
館

内
引
き
揚
げ
と
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
歴
史

や
シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
に
れ
ん
が
製
造
に

携
わ
っ
た
人
々
を
紹
介

問
赤
れ
ん
が
博
物
館（
☎
66
・
１
０
９
５
）

「
舞
鶴
ふ
る
さ
と
発
見
」ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク

時
12
月
15
日
㈰
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
郷
土
資
料
館

内
江
戸
時
代
の
俳
画
の
展
示
解
説

料
１
０
０
円（
学
生
50
円
、市
内
在
住
か

在
学
の
学
生
は
無
料
）

問
同
館（
☎
75
・
８
８
３
６
）

入
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

時
12
月
15
日
㈰
14
時
か
ら

場
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

内
全
国
小
・
中
学
生
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
片
倉
小
菜
美

さ
ん（
城
北
中
３
年
）、金
賞
を
受
賞
し
た

力
石
林
音
さ
ん（
明
倫
小
６
年
）に
よ
る
箏こ

と

の
演
奏

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

西
図
書
館（
☎
75
・
５
４
０
６
）

●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
12
月
18
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た

遊
び
な
ど

対
０
～
２
歳
児

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
来
年
１
月
11
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対
３
歳
以
上

●
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
移
動
図
書
館
て
く
て
く
」が
や
っ
て
く
る

時
来
年
１
月
16
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時

30
分

内
点
訳
・
音
訳
資
料
な
ど
の
紹
介

定
先
着
30
人

申
12
月
10
日
㈫
～
前
日
に
電
話
か
窓
口
で
。

東
図
書
館（
☎
62
・
０
１
９
０
）

●
お
は
な
し
の
部
屋「
12
月
」

時
12
月
21
日
㈯
11
時
～
11
時
20
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
昔
話
の
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど
対
小
学
生

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
12
月
28
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対
３
歳
以
上

●
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
来
年
１
月
７
日
㈫
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た

遊
び
な
ど
対
０
～
２
歳
児

●
読
書
会

時
来
年
１
月
11
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時

内
和
田
竜
著「
の
ぼ
う
の
城
」

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
12
月
19
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時

場
中
総
合
会
館

内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
12
月
19
日
㈭
12
時
10
分
～
12
時
50
分

場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

内
「
や
さ
し
い
音
楽
を
お
届
け
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
」森
内
美
由
紀
さ
ん
に
よ

る
オ
カ
リ
ナ
と
ギ
タ
ー
の
演
奏

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

西
プ
ラ
７な

な

こ
７
５
バ
ザ
ー
ル

時
12
月
22
日
㈰
10
時
～
15
時

場
西
市
民
プ
ラ
ザ

内
手
作
り
雑
貨
や
菓
子
の
販
売

問
有
本
積
善
社（
☎
77
・
０
１
２
０
）

身
障
セ
ン
タ
ー「
書
道
展
」

時
来
年
１
月
６
日
㈪
～
29
日
㈬
10
時
～

16
時

場
サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

問
同
サ
ロ
ン（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・

９
５
４
６
）

お
知
ら
せ

【
有
料
広
告
】

定
先
着
20
人
料
５
０
０
円

●
ミ
ズ
ノ
流
忍
者
学
校

時
12
月
22
日
㈰
９
時
30
分
～
10
時
45
分

対
４
歳
児
～
小
学
３
年
生

定
先
着
20
人

料
２
，０
０
０
円

《
共
通
》申
当
日
ま
で
に
電
話
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、窓
口
で
。

糖
尿
病
教
室

時
12
月
18
日
㈬
13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
舞
鶴
赤
十
字
病
院

内
看
護
師
に
よ
る
糖
尿
病
の
フ
ッ
ト
ケ

ア
に
関
す
る
講
演

問
同
病
院（
☎
75
・
１
９
２
０
）

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

時
12
月
20
日
㈮
18
時
～
21
時

場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

定
先
着
20
人

申
12
月
17
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
同
署（
☎

65
・
０
１
１
９
）へ
。

ろ
く
ろ
体
験

時
12
月
21
日
㈯
９
時
～
10
時
、
11
時
～

12
時
、14
時
～
15
時

場
陶
芸
館
定
先
着
各
５
人

料
１
，４
０
０
円（
中
学
生
以
下
１
，１
０

０
円
）

申
12
月
14
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
で
同
館（
☎
・
ＦＡＸ
64
・
３
２
６
３
）へ
。

▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶まなびあむ、西・南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の
休館日

ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム（
☎
68
・
０
２
３
３
）

●
ミ
ニ
門
松
つ
く
り
体
験

時
12
月
22
日
㈰
10
時
か
ら
定
先
着
10
組

料
１
，５
０
０
円

申
12
月
15
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
で
。
下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

●
餅
つ
き
体
験

時
12
月
27
日
㈮
～
29
日
㈰
９
時
30
分
～

14
時
30
分
定
先
着
各
６
組

料
１
臼
５
，０
０
０
円

申
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

●
牡か

き蠣
ま
つ
り

時
来
年
１
月
11
日
㈯
10
時
～
15
時

内
カ
キ
の
販
売
、焼
き
ガ
キ
、カ
キ
タ
ワ

ー
選
手
権
な
ど

旧
松
尾
寺
駅
舎
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

時
12
月
23
日
㈪
～
来
年
１
月
12
日
㈰
17

時
～
翌
日
１
時

場
Ｊ
Ｒ
松
尾
寺
駅
周
辺

問
駅
舎
と
共
に
い
つ
ま
で
も
事
務
局（
☎

０
９
０・３
９
２
８・０
４
３
２
）

教
室

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　
　

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

●
キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

時
12
月
13
日
～
27
日
の
金
曜
日
、
17
時

～
17
時
45
分

対
６
歳
児
～
小
学
６
年
生

定
先
着
10
人
料
４
，８
０
０
円

●
ス
ト
リ
ー
ト
サ
ッ
カ
ー
風

時
12
月
15
日
㈰
19
時
～
21
時

場
文
化
公
園
体
育
館

内
１
vs
１
で
サ
ッ
カ
ー
対
戦

対
中
学
生
以
上

【
有
料
広
告
】

消防出初式

時 来年 1 月 12 日㈰ 10 時～ 12 時 
場 総合文化会館、潮路通り、五条
海岸一帯
内 10 時から式典。11 時頃から潮
路通りを分列行進。11 時 30 分頃
から五条海岸で一斉放水
問 消防本部（☎ 66・0119）
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Wind of Maizuru
毎週木曜日、12時40分～12時50分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせ

市の広報番組

募
集

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

時
12
月
27
日
㈮
ま
で
の
平
日
８
時
30
分

～
16
時
30
分
、15
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分

場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
家
具
な
ど
約
１
５
０
点
を
展
示
予
定

申
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用
紙
で（
１

世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
抽
選
）。

問
同
プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）

自
衛
官
な
ど

　

一
般
曹
候
補
生
、自
衛
官
候
補
生
、高

等
工
科
学
校（
一
般
）を
募
集
し
ま
す
。詳

し
く
は
、防
衛
省
・
自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
下
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

子
育
て

子
育
て
支
援
基
幹
ひ
ろ
ば （
☎
62・
０
１
０
３
）

●
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時
12
月
11
日
㈬
、来
年
１
月
８
日
㈬
10

時
30
分
～
12
時

内
多
胎
児
親
子
の
交
流
と
情
報
交
換

対
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と
そ
の
子

ど
も
、多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

●
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
12
月
18
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
絵
本
の
読
み
語
り
、

子
育
て
の
話
、母
親
同
士
の
交
流

対
妊
娠
中
の
人
、１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

●
ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

時
来
年
1
月
20
日
㈪
・
24
日
㈮
・
30
日

㈭
10
時
～
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
心
と
体
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
体
操
、交
流
な
ど

対
４
カ
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

（
第
１
子
優
先
）

定
先
着
10
組

他
30
日
の
み
託
児
あ
り（
１
人
３
０
０
円
）

申
ア
プ
リ「
ま
い
コ
コ
」で
予
約
か
電
話
、

窓
口
で
。

《
共
通
》場
中
総
合
会
館

ち
く
ち
く
小
さ
な
着
物
教
室

時
来
年
１
月
９
日
～
２
月
20
日
の
木
曜

日
に
計
７
回
、10
時
～
11
時
30
分

場
西
総
合
会
館
内
古
い
着
物
か
ら
壁
掛

け
用
の
ミ
ニ
着
物
を
作
る

定
先
着
10
人
料
５
０
０
円（
材
料
代
）

申
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
西
公
民

館（
☎
75
・
６
５
０
１
）へ
。

ぷ
に
か
わ
い
い
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

教
室

時
来
年
１
月
24
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

30
分
場
ま
な
び
あ
む
定
14
人（
多
数
の

場
合
抽
選
）料
１
，５
０
０
円（
材
料
代
）

申
来
年
１
月
14
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
ま

な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）へ
。

テ
ー
ブ
ル
茶
道（
初
心
者
向
け
）

時
来
年
１
月
25
日
㈯
10
時
～
12
時

場
大
浦
会
館
内
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
で
行

う
茶
道（
茶
菓
子
付
き
）

対
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）定
先
着
15
人
料
５
０
０
円

申
12
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
か
窓
口
で
同

館（
☎
68
・
２
０
１
０
）へ
。

加
佐
産
大
豆
の
味み

そ噌
づ
く
り
教
室

時
来
年
１
月
26
日
㈰
14
時
か
ら

場
加
佐
公
民
館
定
12
人（
多
数
の
場
合
抽

選
）料
４
，０
０
０
円（
味
噌
５
～
６
㌔
分
）

申
12
月
16
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
加
佐
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
☎
83・
０
０
３
６
）へ
。

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

対
１
～
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組

申
ア
プ
リ「
ま
い
コ
コ
」で
予
約
。

●
わ
く
わ
く
デ
イ

時
12
月
20
日
㈮
９
時
30
分
～
12
時

内
乳
児
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に
遊
ぶ
。

図
書
館
司
書
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も

対
３
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

そ
の
他

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

　

12
月
10
日
㈫
ま
で「
ゆ
ず
り
あ
う 

心

が
つ
な
ぐ 

京
の
道
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
ま

あ
そ
び
あ
む （
☎
65
・
５
０
５
０
）

●
０
歳
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
は
こ
と
あ
そ
ぶ
～

時
12
月
11
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組

申
ア
プ
リ「
ま
い
コ
コ
」で
予
約
。

●
お
父
さ
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム　
　
　
　
　
　

～
ひ
も
と
あ
そ
ぶ
～

時
12
月
15
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
６
カ
月
～
３
歳
未
満
児
と
そ
の

父
親
定
先
着
10
組

申
ア
プ
リ「
ま
い
コ
コ
」で
予
約
。

●
お
も
ち
ゃ
と
あ
そ
ぶ

時
12
月
17
日
㈫
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
１
歳
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
ボ
ー
ル
と
あ
そ
ぶ
～

時
12
月
18
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

し
ょ
う
。

《
運
動
重
点
》

❖
子
ど
も
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る

歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止
❖
夕
暮
れ
時

以
降
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ

ー
ム
の
活
用
促
進
❖
自
転
車
な
ど
利
用

時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル

順
守
の
徹
底
❖
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　
　
　
　
　

 《
市
交
通
対
策
協
議
会
》

年
末
年
始
火
事
な
し
運
動

　

毎
年
12
月
20
日
～
１
月
10
日
に
年
末

年
始
火
事
な
し
運
動
を
実
施
し
、消
防
団

の
年
末
特
別
警
戒
も
行
い
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
消
防
本
部
》

医
療
従
事
者
の
届
出
は　
　
　
　
　

来
年
１
月
15
日
ま
で

　

医
療
従
事
者
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

人
は
２
年
ご
と
に
就
業
状
況
な
ど
届
け

出
が
必
要
。

対
❖
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
資

格
が
あ
る
人
❖
12
月
31
日
現
在
、府
内
で

業
務
に
従
事
し
て
い
る
保
健
師・助
産
師・

看
護
師
・
准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・

歯
科
技
工
士

他
来
年
１
月
15
日
㈬
ま
で
に
住
所
地
か

就
業
地
の
保
健
所
へ
届
け
出
を
。
な
お
、

現
在
医
療
機
関
に
所
属
し
て
い
る
人
は

所
属
先
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
回
答
で

き
ま
す
。

問
中
丹
東
保
健
所（
☎
75
・
０
８
０
５
）

公式 LINE アカウント
イベントなどの
旬な情報をお届け

公式 Facebook（フェイスブック）
防災情報、
市政・イベント情報など
←登録は、こちらのコードから

日々のできごとを
お届け

公式 X（エックス）

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

まいづるシニア活躍応援就職フェア
時 12 月 18 日㈬ 13 時 30 分～ 15 時　
場 中総合会館 内 市内事業所約 10 社が参
加。詳しくはホームページで。右下コードか
らアクセス可 対 おおむね 55 歳以
上 問 産業活力課（☎ 66・1021）

U ターン就職相談会
時 12 月 23 日㈪～来年 1 月 17 日㈮　
場 商工観光センター 内 U ターンを検討す
る人の就職相談や伴走支援 他 オンライン
も可 申 相談希望日 3 日前までに申し込み
フォームでジョブ・サポートまいづる（☎
63・0810）へ。右コードからア
クセス可。

海の京都 WINTER インターンシップ
時 12 月～来年 2 月 場 市内事業所
内 市内企業の職場体験やインターンシッ
プ。詳しくはホームページで。右下コードか
らアクセス可。
 問 産業活力課（☎ 66・1021）

舞鶴寄席

チケット販売は12月
15日㈰から。
時 来年 3 月 2 日㈰
14 時から
場 総合文化会館 
料 全席自由 1,500 円
ほか 問 同館（☎ 64
・0880）



家
族
や
周
り
の
人
た
ち
と
こ
れ
ま
で

歩
ん
で
き
た
人
生
や
希
望
す
る
ケ
ア
、

医
療
を
話
し
合
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
舞
鶴
市
で
は
、
元
気
な
と
き
か
ら

大
切
な
人
へ
思
い
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
と

し
て
「
老
い
支
度
ノ
ー
ト
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

老
い
支
度
ノ
ー
ト
は
、
趣
味
や
歩
ん

で
き
た
人
生
、
財
産
、
病
気
に
な
っ
た

際
の
治
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を

記
入
で
き
ま
す
。
も
し
も
自
分
で
意
思

表
示
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
家
族
や

周
り
の
人
に
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
お
く
こ

と
で
、
希
望
す
る
介
護
や
医
療
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
老
い
支
度
ノ
ー
ト
を
手

に
と
り
、
家
族
や
周
り
の
人
と
話
し
合

う
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　

  《
高
齢
者
支
援
課
》

出前講座実施中 老い支度ノート配布場所

老い支度ノート
使っています

関 幸久 さん

　
　日頃から、自分やお世話になった人のことなどを周
囲の家族に話したり、記録としてノートに書いたりして、
自分に何かあった時にも困らないようにしています。
　これは、自分が親を亡くした際、人間関係など知ら
ないことが多く苦労し、聞いておけば良かったと後悔
したからです。
　私の知人は、家族が遠方に住んでおり、隣人の手
助けで生活をしていますが、周囲の人になかなか
自身のことを伝えられず、苦労をしていると
聞きます。そういった人にこそ、後悔しな
いようにノートを使用してほしいと思います。

　老い支度ノートの目的や記入方法、活用方法
を伝える老い支度マスターが地域で活動
しています。詳細は市ホームページで確
認を。右コードからアクセス可。

I N T E R V I E W

　市のホームペー
ジからもダウンロ
ードできます。左
下コードからアク
セス可。

●高齢者支援課  ●西支所
●各公民館　　  ●東・西図書館　など

思
い
を
伝
え
る

 「
老
い
支
度

         

ノ
ー
ト
」

2021

【
有
料
広
告
】

一目で分かる防災シグナルや、気象や河川の情報
をいつでも確認できるなど、多数の機能を搭載
←ダウンロードは、こちらのコードから

防災アプリ
観光・イベント・スポーツなどに関する
舞鶴の魅力をＰＲする動画など

公式ムービーチャンネル（YouTube）

年末年始のごみ・し尿の収集

日
収集 持ち込み※ 1 粗大ごみの

戸別収集
申し込み
受付※ 3

し尿の収集 回収ボックス
可燃
ごみ

不燃
ごみ

清掃事務
所※ 2

リサイク
ルプラザ

舞鶴厚生
㈱

舞鶴保健
興業㈲ ㈱アクア 古紙 衣類

12
月

27日㈮ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○ 休 ○

28日㈯ ○ ○
1/1の振替 ○ ○※4 休 休 休 ○ 休 休

29日㈰ 休 ○
1/2の振替 ○ ○※4 休 休 休 休 休 休

30日㈪ ○ 休 ○ 休 休 休 休 休 休 休
31日㈫ ○ 休 ○※5 休 休 休 休 休 休 休

１
月

1日㈷ 休 休※6 休 休 休 休 休 休 休 休
2日㈭ 休 休※6 休 休 休 休 休 休 休 休
3日㈮ 休 休※6 休 休 休 休 休 休 休 休
4日㈯ ○ 休 ○ 休 休 休 休 休 休 休
5日㈰ 休 休 ○ 休 休 休 休 休 休 休
6日㈪ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○
7日㈫ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○○

11日㈯ ○ ○
1/3の振替 ○ ○※4 休 休 休 ○ ○ ○○

※１ 持ち込み時間は8時30分～16時
※２  12月29日㈰～来年1月4日㈯は「一般廃棄物搬入受付手数

　料（回数券）」の販売は休止
※３ 12月18日㈬までの受け付け分を19日㈭に収集。19日以降    
         の受け付け分は来年1月9日㈭に収集。 受付時間は、平日    
         の8時30分～16時30分。専用電話（☎64・5953）へ
※４ 持ち込みは事前に予約が必要。 平日の8時30分～16時30

　分にリサイクルプラザ（☎64・7222）へ
※５ 12月31日㈫の持ち込みは12時まで
※６ 来年１月１日㈷の振り替えは12月28日㈯、来年1月2日㈭の振     

　り替えは12月29日㈰、来年1月3日㈮の振り替えは来年1
　月11日㈯

年末年始はごみの持ち込みで清
掃事務所、リサイクルプラザとも
大変混雑します。周辺道路の通
行の妨げにもなりま
す の で、 ご み は で
きる限り地域ごとに
決められた集積所・
収集日に出してくだ
さい。

お願い



毎週日曜日　9：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

12/14 ㈯ 開業医の診療終了後
12/15 ㈰ 8：30から
12/30 ㈪ 8：30から
来年 1/2 ㈭ 8：30から
来年 1/4 ㈯ 開業医の診療終了後
来年 1/5 ㈰ 8：30から

12/21 ㈯ 開業医の診療終了後
12/22 ㈰ 8：30から
12/31 ㈫ 8：30から
来年 1/3 ㈮ 8：30から

12/28 ㈯ 開業医の診療終了後
12/29 ㈰ 8：30から
来年 1/1 ㈷ 8：30から

舞鶴医療センター  ☎62・2680 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴共済病院  ☎62・2510

12/15 ㈰・30 ㈪、来年 1/2 ㈭・5 ㈰ 
9：00〜18：00

（受け付けは17：30まで）

12/22 ㈰・31 ㈫、来年 1/3 ㈮
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

12/29 ㈰、来年 1/1 ㈷
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）
舞鶴医療センター  ☎62・2680 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴共済病院  ☎62・2510

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日の
診療時間内に「かかりつけ医」での受診を

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…肥後内科医院（浜、☎62・0359）、鳥井医院（倉谷、☎75・3111）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを

 年末年始のごみの収集 可燃・不燃ごみの収集は20㌻で確認を

休
日
診
療

2
0
2
4
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
　 

　
■
■
相
談
会

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 9：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

献血の日程

12/15 ㈰・30 ㈪
来年 1/2 ㈭・5 ㈰

まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

12/29 ㈰ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

来年 1/1 ㈷ フラワー薬局舞鶴店
（浜、☎65・2277）

舞鶴市管工事協同組合（☎080・3770・6767、
営業時間：8：00～17：00）

12/14㈯ 9：30～11：30 らぽーる西側
広場13：00～15：30

無
料

納期…来年1/6㈪
市府民税4期
国民健康保険料7期
介護保険料7期
後期高齢者医療保険料6期

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

就職個別相談 12/11㈬・18㈬・25㈬、
来年1/8㈬ 10：00～16：00

ジョブ・サポー
トまいづる

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

若者サポートステーション出張相談 12/12㈭・19㈭・26㈭、
来年1/9㈭ 10：30～15：30

JP カレッジ 12/12㈭ 10：30～12：00
13：00～14：30

就労準備支援個別相談 12/13㈮・27㈮、来年
1/10㈮ 10：00～16：00

ひとり親家庭自立支援センター巡回相談 12/16㈪ 10：00～16：00
看護職就業相談 来年1/6㈪ 13：30～15：00
福祉の仕事相談 来年1/7㈫ 13：00～16：00

看護職就業相談 12/18㈬ 13：30～15：00 ハローワーク舞鶴 府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

ひとり親家庭就労相談 12/24㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

教
育 定例教育委員会 12/24㈫ 14：00から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

福
祉

高齢者・障害者権利擁護相談
（財産管理・遺言・成年後見制度など） 12/18㈬ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1012

療育相談 12/23㈪ 13：30～15：30 支援センター
みずなぎ

生活支援センターみずなぎ
☎64・3766

身体障害者相談 12/25㈬ 13：00～14：30 身障センター 障害福祉・国民年金課
☎66・1033、℻62・7957

若年性認知症個別相談 平日   8：30～17：15 オンライン
（市役所でも可） 高齢者支援課　☎66・1018

行
政
・
法
律

行政相談 12/10㈫ 14：00～15：30 市役所本館

生活支援相談課　☎66・1006

弁護士多重債務法律相談 12/12㈭、来年1/9㈭ 17：00～18：30 西駅交流センター

公証人相談 12/17㈫ 13：30～15：30
市役所本館

土地家屋調査士相談 12/17㈫ 13：30～15：30
弁護士心配ごと法律相談 12/20㈮ 13：00から 中総合会館
行政書士相談 来年1/7㈫ 13：30～15：30

市役所本館税理士相談 来年1/8㈬   9：00～12：00
司法書士法律相談 来年1/9㈭ 13：30～16：30

弁護士府民法律相談 12/16㈪ 13：30から 中丹広域振興局 中丹広域振興局　☎62・2500

人
権

人権なんでもお気軽相談（電話も可） 12/16㈪・23㈪、来年
1/6㈪ 10：00～13：30 法務局舞鶴支局

法務局舞鶴支局　☎76・0858
特設人権相談 来年1/9㈭ 13：30～16：30 中丹広域振興局

女性のための相談室 平日   9：00～16：00 － 女性のための相談室
☎65・0056

健
康

出張がん個別相談 12/19㈭ 13：30～15：30 中丹東保健所 府がん総合相談支援センター
☎0120・078・394 

聞こえの相談 12/26㈭ 13：00～16：00 聴言センター 聴言センター
☎64・3911、℻64・3912

暮
ら
し

FP による家計相談 12/11㈬、来年1/8㈬ 10：00～15：00 市役所本館 生活支援相談センター
☎66・5001

申込優先 〈先着12人〉

要予約 
〈先着3人〉

要申込

リサイクルプラザ
の休場

12/8㈰・14㈯・22㈰
12/30㈪～来年1/5㈰

12/18㈬8：30～12：00に
申込 〈定員11人（抽選）〉

要申込

12/2㈪～20日㈮に
申込〈先着5人〉

12/18㈬16：00までに
申込 〈先着2人〉

当日8:30から受け付け 〈先着6人〉

各開催日の前日の16:00
までに申込 〈先着各3人〉

12/11㈬9:00から
申込 〈先着8人〉

2223

秋
の
叙
勲
・
褒
章

�
瑞
宝
双
光
章

　
小
山
勝
巳（
行
永
東
町
）消
防
功
労（
元

舞
鶴
市
南
消
防
団
団
長
）

　

圡
佐
弘（
与
保
呂
）国
土
交
通
行
政
事

務
功
労（
元
近
畿
運
輸
局
海
上
安
全
環
境

部
首
席
運
航
労
務
監
理
官
）

�
藍
綬
褒
章

　
齋
藤
友
幸（
京
口
）更
生
保
護
功
績（
保

護
司
）

　
　
　
（
以
上
、
敬
称
略
11
月
３
日
発
令
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

�
瑞
宝
双
光
章

　
竹
内
謙
一（
千
歳
）消
防
功
労（
元
舞
鶴

市
消
防
監
）

�
瑞
宝
単
光
章

　
佐
藤
康
夫（
富
室
）警
察
功
労（
元
京
都

府
警
部
）

　
　
　
（
以
上
、
敬
称
略
11
月
３
日
発
令
）

ス
ポ
ー
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推
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労
者
表
彰

（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）を
受
賞

　
梅
本
徳
夫（
大
波
上
）　

　

40
年
以
上
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
し
て
、
舞
鶴
市
の
ス
ポ
ー
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普

及
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
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さ
れ

ま
し
た
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食
品
衛
生
功
労
者
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厚
生
労

働
大
臣
表
彰
）を
受
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水
嶋
道
純（
公
文
名
、
あ
り
が
と
う
は

ん
な
り
食
堂
舞
鶴
本
店
）

　

食
品
衛
生
の
普
及
向
上
に
取
り
組
み
、

食
品
衛
生
行
政
に
協
力
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
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護
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法
務
大
臣

表
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受
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川
尻
治
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浜
）

　

長
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
活
動
の
功

績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
展
覧
会
受
賞
お
め
で
と
う

☆
第
11
回
日
本
美
術
展
覧
会

　
（
10
月
20
日
、
東
京
都
）

❖
第
４
科
工
芸
美
術
入
選
…
高
井
晴
美

（
成
生
）

全
国
大
会
好
成
績
お
め
で
と
う

☆
第
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回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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全
国
大
会
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と
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☆
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和
6
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度
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国
高
等
学
校
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合
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育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
大
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（
７
月
26
日
～
８
月
３
日
、
福
島
県
）

小
谷
恭
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郎（
作
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学
園
高
３
年
、
城
南

中
出
身
）

☆
令
和
６
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月
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）

❖
成
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男
子
遠
的
の
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的
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矢
野
希
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京
田
新
町
）

☆
第
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回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

　

レ
ス
リ
ン
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月
６
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～
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少
年
男
子
グ
レ
コ
ロ
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マ
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グ
１
２
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…
山
本
煌
誠（
日
星
高
３

年
）

☆
第
38
回
全
日
本
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会（
10
月
12
日
～
14
日
、山
梨
県
）

岸
本
敏
和（
福
来
）、木
船
安
雄（
泉
源
寺
）、

剛
谷
卓
男（
朝
代
）、
志
馬
義
高（
愛
宕
浜

町
）、林
田
茂
之（
伊
佐
津
）、平
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太
一（
引
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）、
藤
山
豊
一（
喜
多
）、
松
味
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田
中

町
）、
宮
下
博（
紺
屋
）、
山
口
弘（
円
満
寺
）

　
　
　

 　
　
　
　
　

  （
以
上
、
敬
称
略
）

 kyoto_poly_college   …

プロジェクション
マッピングでイベ
ントのお手伝いを
さ せ て い た だ き
ま し た。お 客 さ ん
に「きれいやな」と
思っていただきた
く頑張りました！

  今月の表紙          
—

maizuru5050           …

舞鶴港の新鮮な海
鮮を多くの人に味
わってほしい！一
度味わえば心に残
る ひ と と き。地元
の魅力がさらに広
がることを願って
います。

  うまいづる
—

masayatan     　      …

舞鶴自然文化園 の
紅葉園。写真 は 昨
年 の も の。一昨年
は極彩色、昨年はは
か な い 雰囲気。今
年も行ってきます。

  紅葉園
—

　「#ヅルいい舞鶴」「#myヅルいい」のタグが付いた
インスタグラムの投稿の中から、投稿をピックアッ
プ！舞鶴の良いところを再発見しましょう。

今月の

叙
勲
、
大
臣
表
彰
、
国
内
展
覧
会
、
全
国
大
会
で
好
成
績
、

出
場
者
を
紹
介

2024広報まいづる 12月号



11月号の人気記事
● 1位…時代を歩んできた鉄道の未来への発進（18票）
● 2位…舞鶴市にアイリスオーヤマ株式会社の飲料水工場が進出決定！（13票）
● 3位…令和5年度決算（10票）
　鉄道の歴史を特集した記事が1位となりました。「鎮守府開庁から、舞鶴
市の近代化を牽

けん

引してきた鉄道の歴史がよく分かった」「最近『海賊と呼ばれ
た男』の小説を読んで、映画も見たところだったので興味深かった」「『ポムポ
ムプリンとおでかけ！わくわく丹後大冒険！』でサンリオのキャラクターとコラ
ボするなど、今後もコラボすることで参加・体験者が増えるのではないか」
などといったコメントがありました。
　2位のアイリスオーヤマ株式会社の飲料水工場進出決定の記事には「舞
鶴市の人口減少が気になるので、少しでも人口増加につながることに期待」「こ
れをきっかけに『真名井の清水』が全国に広まってほしい」「舞鶴発展の希望
の光を感じた」などのコメントがありました。

11月号広報アンケート
●今年も残すところあと2カ月となりました。何かやり残したことがありますか？ 

　年末に向けた大掃除や断捨離という意見が多くありました。この他にも❖家
族でバーベキューや旅行❖韓国語の勉強❖年末に第九を聞くこと❖山林の手
入れ❖家庭菜園❖マイホーム計画を練ること❖早朝のラジオ体操に挑戦❖ダ
イエット❖Vリーグの観戦❖マラソン大会に出場❖年賀状の整理 など、新年に
向けた準備や趣味に挑戦することなどの意見が多くありました。残すところあと
1カ月。やり残しのないように過ごしましょう。
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《広報広聴課》

広報まいづる
11 月号

11月10日時点

2024
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鶴
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（

〒
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鶴
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し
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広
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課
（

☎
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1041、
FAX

  62・
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基

本
デ

ザ
イ

ン
、

一
部

編
集

、
印

刷
／

株
式

会
社

コ
ザ

イ
印

刷
所 55件

フォーム
49件

はがき
6件

応募件数

10代（3人）

30代（3人）
70代

（9人）

60代
（6人）

応募者
年代

80代
（3人）

広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次のうち

どれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 広報まいづる 12 月号で興味・関心を持った記

事は何ですか？
3. 今年を振り返り、一番力を入れて取り組んだ

ことは何ですか？

応募方法
「はがき（〒625-8555（住所不要）舞鶴市役所広

報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォーム
（右下コードからアクセス可）」で①アンケートの

回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電話番
号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、　12 月
25 日㈬（必着）までに広報広聴課へ。

※応募は１人１回。当選者はアンケートの
全てに回答があった人の中から抽選で決
定。当選者にのみ通知します

※いただいた感想や意見は、匿名で広報
紙に掲載することがあります

旧文庫山施設跡を活用し、9月にオープンしたatick（アティッ
ク）。その施設内で営業するGOOD SOUND COFFEE からお
好きなドリンクとドーナツのセットをプレゼント。

大きな窓から眺める舞鶴湾の絶景と、音に包まれた心地よ
い空間で味わうドリンクとドーナツは絶品。

普段とは違う特別な場所で、心癒される時間をお過ごしく
ださい。※関連2・3㌻

【提供】atick（北吸 1049-1、☎ 77・5678）

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

10人

抽選で

40代
（10人）

50代
（18人）

～見晴らしのいい景色とともに～　

GOOD SOUND COFFEE のお好き
なドリンクとドーナツのセット

２0代
（3人）

（店頭受け取り）

　読者から　
寄せられた声
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